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「ペトロの復活物語」 

 

ヨハネによる福音書 21章 

1その後、イエスはティベリアス湖畔で、また弟子たちに御自身を現された。
その次第はこうである。  
2シモン・ペトロ、ディディモと呼ばれるトマス、ガリラヤのカナ出身のナタナ
エル、ゼベダイの子たち、それに、ほかの二人の弟子が一緒にいた。  
3シモン・ペトロが、「わたしは漁に行く」と言うと、彼らは、「わたしたちも一緒
に行こう」と言った。彼らは出て行って、舟に乗り込んだ。しかし、その夜は

何もとれなかった。  
4既に夜が明けたころ、イエスが岸に立っておられた。だが、弟子たちは、そ
れがイエスだとは分からなかった。  
5イエスが、「子たちよ、何か食べる物があるか」と言われると、彼らは、「あ
りません」と答えた。  
6イエスは言われた。「舟の右側に網を打ちなさい。そうすればとれるはず
だ。」そこで、網を打ってみると、魚があまり多くて、もはや網を引き上げるこ

とができなかった。  
・・・ 

15食事が終わると、イエスはシモン・ペトロに、「ヨハネの子シモン、この人た
ち以上にわたしを愛しているか」と言われた。ペトロが、「はい、主よ、わたし

があなたを愛していることは、あなたがご存じです」と言うと、イエスは、「わ

たしの小羊を飼いなさい」と言われた。  
16二度目にイエスは言われた。「ヨハネの子シモン、わたしを愛している
か。」ペトロが、「はい、主よ、わたしがあなたを愛していることは、あなたが

ご存じです」と言うと、イエスは、「わたしの羊の世話をしなさい」と言われ

た。  
17三度目にイエスは言われた。「ヨハネの子シモン、わたしを愛している
か。」ペトロは、イエスが三度目も、「わたしを愛しているか」と言われたの

で、悲しくなった。そして言った。「主よ、あなたは何もかもご存じです。わたし

があなたを愛していることを、あなたはよく知っておられます。」イエスは言わ

れた。「わたしの羊を飼いなさい。  
＊＊＊ 



ペトロも他の弟子たちもイエス様の死と復活を確かに確認し、そこを通過し

ました。そして、イエス様の復活を大いに喜び、感激したことも事実です。 

しかし、実際にはイエス様は復活なさいましたが、今までと同じような形で 

弟子たちと一緒にいることはありませんでした。つまり、イエス様が復活し 

彼らと共にいることを信じることが求められたのです。 

イエス様が一緒にいるけれど、目に見えず、それでは自分たちの頑張りで

やり抜かなければと、試みるもののうまくいかない現実がそこにはありまし

た。 

それがこのヨハネによる福音書の「付録」のような箇所の書かれた背景と言

われています。 

ペトロは、主の弟子としての歩みを一旦停止して、もとの漁師に戻ろうと考

え、他の人たちもそれに同意します。しかし、彼らががんばっても、うまく魚を

獲ることができない現実に打ちひしがれます。 

イエス様がいなければ、何事もうまくいかないという現実を明確に突きつけ

られるのです。自力でもうまくいかないし、でも、イエス様がいつも、見える形

で一緒にいてくれるわけではないし。弟子たちにとってはなんとなく四面楚

歌状態になっています。 

そこにイエス様が現れ、かつてそうなさったように、「船の右側に網を降ろす

ように」と指示します。 

そして、おびただしい魚が獲れるという奇跡を経験します。 

 

つまり、イエス様への信頼を捨ててはならず、イエス様の心をしっかり受け

止めながら役割を果たすべきことが示されます。 

イエス様への信頼こそ必要であり、それを捨てて自分勝手に、自分の能力

や経験を過信して、自分勝手な道に進むことへの警告がこの出来事には隠

されています。 

 

イエス様は復活され、いつも共にいてくださるというけれど、本当のところ、

どうなんだろう。 

イエス様は見えないし、一緒にいると言われてもなんとなく実感がないし、結

局自力で乗り越えるしかないのではないか。 

そんな気持ちになったことはありませんか。 

ペトロも他の弟子たちもそういう気分に振り回されていたのです。 

 

ことを進めるに際してはイエス様への信頼が必須なのです。 

 



そして、イエス様は食事を共にし、ペトロに対しては特に 

「わたしを愛するか」という質問を 3度繰り返しました。 

これは、ペトロがイエス様のことを 3度「知らない」と裏切ったことに対する 

心の傷の回復と癒しをもたらすためと言われています。 

 

イエス様への「信頼と愛」こそ、イエス様の復活の力を今を生きている私たち

が 

経験するための「鍵」となります。 

復活の力を知るというのは今、私たちの生活の中で「自分の失敗や絶望の

経験とそこからの立ち直り」によって経験することが可能です。 

キリストの復活の力による「人生における立ち直り」は生きている私たちに 

しっかり理解すべき大切な「復活の真理」の大切な一部です。 

 

身体のよみがえり、と同時に「心の立ち直り」「心の傷を経験しながら愛に 

生きるという奇跡的な歩みの可能性」をイエス様の復活からしっかり捉える

ことが 

できたとき、十字架と復活はさらに意味深いものになります。 

 

＊＊ 

Youtubeでの礼拝説教はこちらです。 

この録画の中にはここに書かれていないエピソードが 

含まれています。ぜひ、ご視聴ください。 

https://youtu.be/qgyC4mApzYY 

 

 

https://youtu.be/qgyC4mApzYY

